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CDA-1000 による細胞測定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1-2 測定・解析結果 

測定結果画面には、粒度分布のほか、上図のよ

うな各データが表示される。ふるい設定（<>μ

m）、積算分率（%）は任意の値に設定可能である。 

 

4-2 直線性 

濃度 2×102～6×104/mLのデータを示す。 

図 2-1 直線性グラフ 

回帰直線，相関係数ともに良好な数値を示し

た。 

このことから、測定試料は、2×102～6×104/mL

程度に調整すればよいことがわかる。 

 

１．はじめに 

細胞を用いた実験が各分野で盛んに行われてい

る。保存機関から細胞株を購入したり、組織から細

胞を採取して利用するなど、実験目的に応じた細胞

が用いられる。培養細胞を用いた実験では、細胞濃

度や大きさの分布が、測定項目の一つとして用いら

れる。例えば、細胞の継代時に播く細胞数を適切に

調整することが、細胞の維持、実験系の確立に重要

となる。 

そこで、CDA を用いた細胞測定を試み、得られた知

見について報告する。 

 

２．試料 

CHO-K1 細胞をシャーレにて接着培養し、サブコン

フルエント～コンフルエントになったところでトリ

プシンを用いて細胞を回収して、培地に浮遊させた。

セルパック中に細胞浮遊液を混合して、適正濃度

(104/mL程度)に調整したものを測定対象とした。 

 

３．装置条件 

アパチャー ：100μm 

積算分率

ふるい設定

X軸    ：粒子径 

分析量   ：500μL 

 

４．結果 

図 1に CHO-K1 細胞の測定結果（粒度分布）を示す。

上記装置条件の測定範囲内に明瞭な粒度分布を示し

た。また、直線性（図 2-1）、再現性（表 1）ともに

良好な結果を示しており、測定上大きな問題は無い

と推察する。 
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12μm 付近にピークを持つ明瞭な粒度分布を

得た。CDA が細胞を的確に捉えた結果と考える。 
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これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 

 
 
 
 

希釈倍率の入力について 

上記データは直線性を見るために〔希釈倍

率〕を「1」に設定した。 

〔希釈倍率〕に測定試料調製時の倍率を入力

すれば、自動的に換算する機能によって元（希

釈前）の試料濃度を表示する。 

 

4-3 同時再現性 

約 1.3×104/mLの試料を用いて同時再現性を確認

したところ、良好な再現性（CV%）を示した。 

表 1 CHO-K1 細胞の再現性 

粒子濃度

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（×10
4
/mL）

1 1.29

2 1.30

3 1.29

4 1.30

5 1.29

6 1.30

7 1.28

8 1.26

9 1.29

10 1.27

平均 1.28

CV 1.04%
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５．3T3L1 細胞の場合 

3T3L1 細胞の測定結果を示す。 

装置条件は CHO-K1 の装置条件と同じ。 

アパチャー ：100μm 

X 軸    ：粒子径 

分析量   ：500μL 

培養した 3T3L1 細胞を回収して細胞浮遊液を調製

し、セルパックで 150 倍希釈（約 1.1×104/mL）に調

整してから測定した。 

その結果、16μm 付近にピークを持つ明瞭な粒度分

布を得ることができた。 

図 3  3T3L1 細胞 粒度分布 

 

 

*）推奨濃度範囲について 

リアルタイム表示画面の〔濃度表示〕グラ

フの数値が2000を超えない濃度を意味する。

今回、測定に用いた試料の場合、6×104/mL

以上で 2000 を超えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定試料の粒度分布を示す。（縦軸の最大値は自動調整）

図 2-2  6.3×104/mL（200 倍希釈） 

図 2-3  2.9×103/mL（4000 倍希釈） 

図 2-4  1.6×102/mL（80000 倍希釈） 
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測定を開始する

と右図のような

リアルタイム表

示画面が開く。 

濃度表示が 2000

を超えると同時

通過の影響を受

けやすくなる。 
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